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論文の内容の要旨 
菅谷智一氏の博士学位論文は、思春期の自閉症スペクトラム症者を対象にストレングスの自覚とセル

フエスティームの向上を目的にした看護介入プログラムを実施しその有用性を検討したものである。そ

の要旨は以下のとおりである。 
 
（目的） 

著者は、思春期は前頭前野の機能が発達する時期であり、前頭前野の働きである自己を客観視するメ

タ認知も発達するが、自閉症スペクトラム症者は定型発達者に比較してその発達には遅れが生じると述

べている。そのため思春期に入ると、自閉症スペクトラム症者は他者から評価されることにより自己の

短所についての問題を過大に認識する傾向にある。しかし、自閉症スペクトラム症者が自己の脳の特徴

を理解することで自己を肯定的に捉えるストレングスの自覚が可能になり、ストレングスの自覚は自閉

症スペクトラム症者のセルフエスティームを高めることに繋がるのではないかという仮説に基づき、本

研究では自閉症スペクトラム症者のメタ認知を高めることで自己のストレングスの自覚を促すことが

可能な看護介入方法の作成とその有用性を検討することを目的としている。 
 

（対象と方法） 
 本研究の対象は児童・思春期精神科 1 専門病棟に入院している、DSM-5 の診断基準において自閉症

スペクトラム症または自閉症スペクトラム症の疑いと診断され、IQ70 以上の 12～18 歳の中学生、高校

生である。 
 著者は従来からの精神障害者を負の側面から捉えることに異論を唱え、個人の特徴や経験、才能など

をポジティブな側面から捉えるストレングスという視点を持つことが必要であり、ストレングスモデル

を看護介入プログラムの理論的基盤にしている。ストレングスは人間が持ち合わせている能力であり、

関係づくり、共感、誠実性、無条件の肯定的配慮、映し返しなどのストレングスを促すための技法と、 
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自己の脳の特徴を理解することでメタ認知の活性化を図るために共感化-システム化理論に基づいた技

法を看護介入プログラムに取り入れた説明している。 
 看護介入プログラムは計 5 回であり、各セッションにテーマと目標を設定し、メタ認知活動支援とス

トレングスモデルの技法を使用している。看護介入プログラムの開始前に、自閉症スペクトラム指数

（AQ）、ユースセルフレポート（YSR）、保護者が子どもの行動を評価する子どもの行動チェックリス

ト（CBCL）の調査を行い自閉症スペクトラム症者の状態を把握し、看護介入の前後では対象者のメタ

認知尺度、ストレングスの自覚を測定する自己肯定意識尺度、セルフエスティームとして RSES-J の測

定を行い、看護介入前後の各尺度得点は統計解析を用いて比較検討している。 
 さらに著者は、看護介入の初回と最終回に自閉症スペクトラム症者の自己意識に関して、また看護介

入終了後には看護介入の有用性について対象者にインタビューを実施し質的分析を行っている。 
 
（結果） 
 対象者は、保護者および本人の同意が得られた 13 名を対象に看護介入プログラムを実施したが、セ

ッション期間内に精神症状が不安定になった 1 名の看護介入を中断したため 12 名を分析対象者として

いる。男女は各 6 名、平均年齢は 15 歳、自閉症スペクトラム指数（AQ）は 27.9 点であり、高機能自

閉症の疑いの強い 33 点までは至っていないが、精神状態と行動を評価する自己評価のユースセルフレ

ポート（YSR）や保護者が対象の評価を行った子どもの行動チェックリスト（CBCL）では、ひきこも

りや不安抑うつの得点が高い集団であると著者は説明している。看護介入は 1 週間に 1-2 回、1 回 45～
60 分であり、自閉症スペクトラム症者に対して計 5 回のセッションが実施されている。 
 著者は看護介入プログラムの前後において、メタ認知尺度、自己肯定感尺度の「自己受容」、「充実感」、

セルフエスティームとして RSES-J が有意に上昇したと述べている。 
 自己意識に関しては、看護介入前は【ソーシャルスキルが低い】【今の自分を否定したい】【他者と異

なる自分】の 3 カテゴリが抽出されたが、介入後は【こだわりも個性のうち】【無垢な心を持っている】

【秀でたところがある】など 6 カテゴリにカテゴリ数も増加し、内容的にも自己をポジティブに捉えて

いるようなカテゴリが含まれていた。また、看護プログラムの評価では、【自分と向き合うことができ

た】【自分のことを考えることができた】などの 6 項目が抽出され、自閉症スペクトラル症者は自己と

向き合う時間となっていることが示唆されるとともに、【自分の好みに合わせて欲しい】など看護介入

プログラムのテーラーメイド化が期待されていたと著者は述べている。 
 
（考察） 
 著者は、思春期の自閉症スペクトラム症者の看護介入プログラムの前後で比較すると、メタ認知、自

己肯定感尺度、RSES-J 得点が有意に上昇しており、また自閉症スペクトラム症者の自己意識について

も、看護介入プログラム終了後には自己を肯定する内容に変化していることから、自閉症スペクトラム

症者のメタ認知を高め、ストレングスの自覚を促し、セルフエスティームの向上につながる看護介入プ

ログラムである可能性が示唆されたと述べている。とりわけ自閉症スペクトラム症者の自己認識に関し

てはネガティブなカテゴリから看護介入後にはポジティブな発言も聞かれたことは、セッションの積み

重ねにより自己の脳の特徴などの知識を深めることにより、自己を客観視する能力が高められ、そのこ

とによりストレングスの促進につながったのではないかと論じている。 
 

審査の結果の要旨 

（批評） 

 本研究で著者は、思春期の自閉症スペクトラム症者を対象にストレングスの自覚とセルフエスティー

ムの向上を目的にした看護介入プログラムを実施しその有用性について検討している。治療法の確立さ

れていない自閉症スペクトラム症者が看護介入によりメタ認知、ストレングス、そしてセルフエスティ

ームを高めることの可能性が示唆された点において、児童・思春期領域の精神科医療における重要な知

見を示している。 

平成 30年 1月 25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求

め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 

 よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。  


